第５号様式(第６条関係)

環境配慮事項届出書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　相模原市長　あて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届 出 者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
　相模原市土砂等の埋立て等による土壌の汚染の防止に関する条例施行規則第５条第２項第１５号の規定により、次のとおり届け出ます。
	環境保全対策
	水域、樹木、地下水等に損失を与え、又はその機能を阻害することのないよう、適切な措置を講じるとともに、周辺の自然環境、生活環境、景観等と調和するよう配慮する計画としているか。
	· している
· していない

	
	＜具体的な措置内容＞


	
	　騒音、振動、粉じん、土砂等の流出等の防止対策を講じ、周辺の自然環境及び生活環境を損なわない計画としているか。
	· している
· していない

	
	＜具体的な措置内容＞


	事故防止対策
	事業区域内の事故及び災害発生防止の措置を講じているか。
	· している
· していない

	
	＜具体的な措置内容＞


	
	　搬出入路及び車両の事故防止措置を講じているか。
	· している
· していない

	
	＜具体的な措置内容＞


	環境配慮遵守事項
１　環境保全対策

ア　水域、樹木、地下水等に損失を与え、又はその機能を阻害することのないように、必要に応じて事前調査等を行い、適切な措置を講ずること。
イ　土砂等の埋立て等が周辺の自然環境、生活環境、景観等と調和するよう配慮すること。
ウ　土砂等の埋立て等の完了後、土地利用に応じ、植栽等による緑化に努めること。
エ　土砂等の埋立て等の施工に当たっては、騒音、振動、粉じん、土砂等の流出等の防止対策を講じ、周辺の自然環境及び生活環境を損なわないようにすること。
オ　原則として、作業時間は、午前９時から午後５時までとし、日曜日、国民の祝日に関する法律(昭和２３年法律第１７８号)に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までは、作業を中止すること。
カ　緊急を要する作業が発生したときは、土砂等の搬出入路の沿道の住民及び周辺住民の理解を得ること。

２　事故防止対策

（１）安全対策

ア　作業時間中は、現場責任者を常駐させ、事故及び災害の防止に努めること。
イ　事業区域内に、みだりに人が立ち入ることのないよう囲いを設け、安全対策を講ずること。
ウ　盛土の場合は、原則として事業区域の全周囲に囲いを設け、囲いの構造は風圧等により容易に転倒破壊しないものとすること。
エ　事業区域の出入口は、原則として１箇所とし、施錠できる構造とすること。
オ　保安距離は、隣地境界から１．５メートル以上とすること。ただし、市長が安全上支障がないと認めるときは、この限りでない。
（２）交通対策

ア　搬出入路を指定するときは、あらかじめ、周辺住民、道路管理者及び所轄警察署と協議すること。

イ　搬出入路が通学路に指定されているときは、関係機関と協議し、登校時間帯の土砂等搬出入車両の通行禁止等必要な措置を講ずること。

ウ　関係機関と協議し、通行期間の設定、交通誘導員の配置、標識の設置、安全施設の設置等必要な措置を講ずること。

エ　搬出入路については、原則として５メートル以上の幅員であること。

オ　土砂等の搬出入を行う旨の届出をした車両１台ごとに、当該土砂等の搬出入を行う車両である旨の表示をフロントガラス等の見やすい場所に掲示すること。
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